
 
【蒼き狼の血脈】   小前亮/著   請求記号９－コ 

チンギス・カンの長子ジュチの子でありながら、父の出生疑惑を理由に

後継者候補からはずされたバトゥは、暗闘を繰りひろげる一族に背を向

けひたすら帝国の拡大に力を注ぐ。モンゴル高原から遠く地中海まで遠

征し勝ち続けた名将にして、「賢明なる王（サイン・カン）」と呼ばれた

男の鮮烈な生涯。 

 

 

 

 

 

【歌枕殺人事件】    内田康夫/著   請求記号９－ウ 

歌枕の地として名高い宮城県多賀城市、末の松山で、男の死体が発見さ

れた。が、事件の捜査は難航、犯行動機の糸口すら掴めないまま虚しく

三年の時が過ぎた。浅見家恒例の百人一首によるカルタ会で、殺害され

た男の娘にしてカルタ界の女王・朝倉理恵と決勝対決をした浅見光彦は、

彼女が語る事件の真相究明に乗り出す。手がかりは男の手帳に記された

「白波、松山を越ゆ」という言葉…。古歌に封印された謎を名探偵の推
理が斬る。 
 

 
【砂漠の駅】        森村誠一/著    請求記号９－ウ 

様々な人間が去来集散し、人生の破片を落としていく駅、新宿。その新

宿で、あるスナックのママが失踪し、同じころ商談のため長野から上京

した骨董商が忽然と消息を絶ってしまった。無関係に見えた二つの事件

は意外な形で交錯していくのだが…。「東京砂漠」を舞台に棟居刑事と牛
尾刑事の鮮やかなる推理を描く、傑作ミステリー。 

 
【耳なし芳一からの手紙】   内田康夫/著 請求記号９－ウ 

下関から新幹線に乗りこんだ男が「あの女にやられた」と叫び、突然の

死を遂げた。あとに残されたのは「火の山で逢おう」という謎めいた手

紙。そして差出人は“耳なし芳一”となっていた。偶然車中に居あわせた
ルポライター浅見光彦は、嫌疑をかけられた漫画家志望の家出娘池宮果

奈、と自称ヤクザの高山に救いの手を差し伸べたばかりに事件にかかわ

ることになってしまった。「あの女」とは誰なのか、“耳なし芳一”が企む
過去からの復讐とは―。絶好調“浅見光彦シリーズ”舞台は長州下関へ―。 
 

 
【花や散るらん】          葉室麟/著 請求記号９－ハ 

気鋭が描く全く新しい『忠臣蔵』。雅（朝廷）と武（幕府）、西と東の戦

い。 

 

 

 

   
青地は児童書 



 
                                                            
 

 
【乱神】        高嶋哲夫/著 請求記号９－タ 

若き名執権・北条時宗が闇に葬り去った驚愕の真実とは？北九州大学の

考古学者、馬渡俊が九州の海岸で棒状の物体を発掘した。８００年近い

歴史を刻み込んだ中世ヨーロッパの剣―。この発見が日本の歴史を覆
す！圧倒的なスケールで描かれた新感覚歴史ロマン。 

 

 
【ジミーの誕生日】     猪瀬直樹/著 請求記号９－イ 

昭和２３年１２月２３日零時１分３０秒、死刑執行開始。皇太子明仁の

誕生日に、なぜＡ級戦犯７人は処刑されたのか？近代天皇制の研究から

作家生活をスタートした著者が、戦後のアメリカと皇室の関係に新たな

光を当てた作品。 

 

 
【小太郎の左腕】     和田竜/著 請求記号９－ワ 

一五五六年。戦国の大名がいまだ未成熟の時代。勢力図を拡大し続ける

戸沢家、児玉家の両雄は、もはや開戦を避けられない状態にあった。後

に両陣営の命運を握ることになるその少年・小太郎のことなど、知る由

もなかった―。 
 

 【きょうふのちょうとっきゅう】 

原 ゆたか/著 請求記号９j－ワ 

 

この列車にゾロリとわるもの大しゅうごう！みんなのねらいは？このは

しるみっしつでなにかがおこる。 

 


